
広 報

◎ 揃月号

まだまだ
9「 112日 、「打河il・ l敬老会が行われ、約250人 のお年寄 りが

出席 しました :

明治、太iE、 昭和、平成の時代を駆け抜け、豊かな社会

を築いた人々ラどの顔にも喜びと誇 りが刻まれている.

写真は、卒寿の祝福を受ける有馬アサさん (十 三地区).
現 役

NQ2 8 5号



1現

十
三
湊
修
元
図
を

説
明
す
る
調
査
団

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
中
世

班

（代
表
・
小
島
道
裕
・千
田
嘉

博

・
高
橋
照
彦
）
と
富
山
大
学

人
文
学
部
考
古
学
研
究
室

（宇

野
隆
夫

・
前
川
要

・
学
生
五
十

四
名
）
と
村
等
に
よ
り
北
部
日

本
に
お
け
る
文
化
交
流
を
解
明

し
、
十
三
湊
の
実
態
と
歴
史
を

研
究
す
る
た
め
、
十
三
湊

・
福

で
は
、
巨
大
な
土
塁
と
堀
に
守

ら
れ
た
い
く
つ
も
の
館
や
寺
院
、

整
然
と
区
画
さ
れ
た
商
店
街
等
、

東
日
本
最
古
の
港
町
が
出
現
し

福島城内郭 の上塁空 か ら 見 た 十 三 湖 周

十三湊土塁 (14～ 15世 紀の土塁 を発掘 )
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室
町
時
代
の

「廻
船
式
目
Ｌ
日
　
　
町
の
姿
を
物
語
る
証
が
今
で
も
出

本
最
古
の
海
商
法
）
で
、
博
多
や
　
　
土
し
、
中
世
の
夢
が
あ
ふ
れ
る
場

堺
と
並
ぶ
三
津
七
湊
の

一
つ
に
数
　
　
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歴
史

・
考

え
ら
れ
、
津
軽
の
豪
族

・
安
東
氏
　
　
古

・
民
俗
学
が
協
力
し
あ
い
、
最

の
本
拠
地
と
し
て
日
本
海
交
易
に
　
　
近
め
ざ
ま
し
い
発
達
を
と
げ
て
い

元
年
の
大
津
波
で
町
は
壊
減
し
た
　
　
十
三
湊
の
研
究
を
進
め
る
た
め
、

と
伝
え
ら
れ
て
い
る
中
世
の
港
町
。
　

十
三
湊

・
福
島
城
発
掘
調
査
が
行

そ
の
実
像
は
史
料
が
乏
し
く
厚
い
　
　
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
北

し
か
し
、
村
内
に
は
数
多
く
の
　
　
の
拠
点
、
十
三
湊
の
謎
が
解
き
明

遺
跡
が
あ
り
、
十
三
地
区
で
は
、
　

　

か
さ
れ
ま
し
た
。

陶
磁
器
の
破
片
な
ど
か
つ
て
の
港

定
説
覆
す

平
安
時
代
の
館
福
島
城

財
爾
陶
圃
爾
蜃
⑮
▽

外絲鴫刊４〓調」け南獅赫̈
　　饉動中［口理綱餞杜罐はな朔

］̈と晰岬ｍ『康４』凱一蹴　　卸）ぁることが確認されまし

こ
こ
は
、
中
世
安
東
氏
の
居
城
　
　
　
ま
た
、
中
世
の
遺
物
が
全
く
出

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
平
成
　
　
土
せ
ず
、
十

一
世
紀
の
土
器
が
出

成
し
、
平
成
四
年
に
構
造
や
年
代
　
　
い
う
従
来
の
定
説
を
覆
し
、
奥
州

内
郭
の
内
部
を
発
掘
し
ま
し
た
。
　
　
時
代
）
の
城
で
あ
る
可
能
性
が
高

こ
こ
で
は
、
土
塁
が
完
全
な
形
で
　
　
く
な

っ
て
い
ま
す
。

残
り
外
側
に
は
堀
が
現
存
し
、
福

■

■

■

■

■

■

■

■

田

困

■

□

膠

饉

藁

壁

■

軍

野

１

図 1.中 世十三湊復元図
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遺
物
は
語
る

海
外
交
易

航
空
写
真
　
一則
頁
写
真

メ
リ
カ
軍
撮
影
に
よ
る
空
中
写

真
に
は
、
十
三
小
学
校
グ
ラ
ン

道
路

「古
中
道
」
が
写
さ
れ
て

市
浦
村
役
場
十
三
出
張
所
保
管

（明
治
二
十
二
年
測
量
）

慶
安
元
年
（西
歴

一
六
四
八
年
）

函
館
市
立
図
書
館
所
蔵
。

縮
尺

・
地
形
と
も
か
な
り
正
確

で
、
集
落
付
近
は
現
在
の
地
形

湊
迎
寺
の
北
側
太
い
線
は
、
現

二
つ
の
寺
院
は
、
現
存
す
る
湊

こ
れ
ら
を
全
体
構
造
と
し
て
、

十
三
湊
遺
跡
が
発
掘
さ
れ
ま
し
た
。

巨
大
土
塁
と
中
軸
街
路
で

計
画
的
ま
ち
づ
く
り

国
―
・
――
例
▽

発掘説明を受ける学生

: ¬ 理

「

:‐ ‐
111i

鉄
製
品
や
炭
火
米
が
出
土
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國

圃

園

▽

敷
で
使
わ
れ
た
板
塀

（網
代
垣
）

幅
二

ｍ
の
大
型
井
戸
が
発
見
さ
れ

ｍ
、
深
さ
五
十
か
ら
七
十

ｃｍ
の
堀

に
囲
ま
れ
た
、
安
東
氏
の
本
拠
地

こ
の
ほ
か
、
焼
け
落
ち
た
竪
穴

な
ど
高
質
の
物
が
発
見
さ
れ
て
い

計
画
的
町
並
み
発
堀

国
園
園
▼

南
北
道
路
沿
い
か
ら
掘
立
柱
建

物
、
井
戸
や
土
抗
か
ら
人
骨
が
数

ｍ
、
奥
行
き
約
十

ｍ
と
間
口
が
狭

⌒粕嚇地期は発明されておらず）

木
組
み
井
戸

発掘された短冊型屋敷裏 (大 きい穴は井戸跡)

解
明
さ
れ
た

十
三
湊
の
実
像

①

十

三

湊

は

、

十

二
世

紀

（
平

安

（⑭
東

西

方

向

の
巨

大

な

土

塁

と

堀

、

③

出

土

品

か

ら

は

、

日

本

海

域

や

か

、

東

ア
ジ

ア
と

の
海

外

交

易

が

④

発

掘

調

査

で

は

津

波

の
痕

跡

は

遺跡を記録し保存する調査団

272-
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枚
二
会

健
康

草

青森県知事題彰状

十三地区 有 馬 ア サ さん

十三地区 有 馬 ア サ さん

郵政省米寿記念品 | :
相内地区 米 谷 |キ |サ さん

「こ
の
時
代
に
生
き
る
」
意
欲
を



方西方東
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一日覆
一口個一′一一
（平耐川博動制以．却叫鮪薇対象）勧進
元市，浦
村
役
場一

年齢

綱

関

脇

　

　

結

横

大

関

　

　

小

前 頭

ヨ

作

蔵

郎

■

内

吉

ダ

マ

ヨ

郎

ワ

ナ

ヨ

キ

ナ

セ

男

エ

サ

ラ

ヤ

イ

キ

せ

ル

郎

ヨ

一
松

メ

セ

よ

ミ

デ

ミ

保

助

六

蔵

美

夫

マ

ミ

ゑ

〓
一
　

　

　

　

　

　

太

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

次

　

　

　

　

　

　

　

　

　

佐

之

キ

儀

鶴

源

チ

平

賢

サ

タ

ソ

粕

ミ

サ

タ

ミ

キ

キ

幹

タ

ヤ

ク

キ

ヌ

タ

と

ツ

賢

ツ

勝

長

ソ

ミ

た

キ

ヒ

サ

美

友

永

源

直

由

ツ

キ

つ

田

　

谷

田

田

村

川

上

田

本

島

引

南

西

村

島

木

西

和

性

元

松

桐

藤

谷

上

川

倉

藤

山

山

岡

西

田

田

川

藤

田

川

田

良

　

内

田

川

山

今

渋

安

藤

木

相

三

山

宮

豊

櫛

伊

葛

木

豊

佐

葛

三

大

村

高

小

工

越

三

相

小

佐

中

丸

新

葛

成

藤

相

齊

亀

自

安

奈

湊

山

成

自

９３

９２

９‐

９‐

９‐

８９

８９

８９

８９

田

８７

８７

８７

８７

８７

８６

８６

８６

８６

８６

８５

８５

８５

８５

８５

８５

８５

８５

８５

８５

＆

＆

＆

＆

＆

“

譴

譴

＆

田

田

田

田

田

田

脇元

相内

磯松

相内

脇元

脇元

相内

脇元

磯松

磯松

相内

脇元

相内

相内

脇元

大田

磯松

磯松

太田

相内

相内

相内

年齢

横

大

関

　

　

小

三 和 善次郎

有 馬 ア サ

八木澤 カ ツ

奈 良 賢 吉

高 橋 勇 一

相 坂 キ サ

武 田 ソ コ

今   イ マ

小 寺 リ ソ

三 和 佐市郎

濱 田  ト シ

米 谷 キ サ

秋田谷 久 助

山 内 キ ヨ

秋 月 忠 蔵

佐々木 由 松

佐 藤 マ サ

渡 邊 キ リ

エ 藤 定 吉

豊 島 助四郎

奈 良 儀 助

花 島 乙 吉

三 浦 直 作

坂 井 ス ム

渋 谷 リ ツ

櫛 引 リ ワ

秋田谷 兼 吉

九 山 キ セ

三 和   繹

相 川 其 吉

笹 山 七三郎

月ヽ 山 は ぎ

福 井 リ エ

三 和 慶 市

工 藤 貞 三

９２

９２

９‐

９‐

９０

８９

８９

８９

８９

８８

８７

８７

８７

８７

８７

８６

８６

８６

８６

８６

８５

８５

８５

８５

８５

８５

８５

８５

８５

＆

＆

＆

譴

譴

＆

＆

譴

＆

＆

田

田

田

田

“

松

松

内

内

三

三

三

三

三

田

内

元

内

三

内

内

内

川

内

三

元

内

田

元

三

三

田

三

内

三

三

川

元

川

元

田

内

三

元

三

三

内

元

元

磯

磯

相

相

十

十

十

十

十

太

相

脇

相

十

相

相

相

桂

相

十

脇

相

太

脇

十

十

太

十

相

十

十

桂

脇

桂

脇

太

相

十

脇

十

十

相

脇

脇

(敬称を略します)
●この番付は9月 1日 付けで作成したものです。



〈審
議
し
た
議
案
の
結
果
〉

翻
爾
闇
囲

（補
正
予
算
）

（決
算
の
認
定
）

（条
例
の
制
定

。
改
正
）

（そ
の
他
）
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Ｆ

　

　

，

―

憮儀色儀
よく寝て食べる

工藤 だ苦さん(85)

轟議機凛轟轟
患者さんには笑顔で

三和 由佳さん(221

鳴海 好秀くん
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暉

は
て
て
自
分
の
国
ぐ
に
に
帰

っ

人
と
な
っ
た
宗
任
が
語
っ
た
お
　
　
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
し
ま
ぅ
有
様
で
し
た
。
こ
れ

胡
国
に
つ
い
て
考
え
ら
れ
る
　
　
に
は
流
石
剛
気
の
頼
義
も
ど
う

直
至
万
を
二
０
つ
　
　
　
　
　
　
編
”
ュ
“
朔
林
電
教
編
却
螂
け
　
　

こ
と
は
ヽ
北
海
道
説
と
樺
太
説
　
　
す
る
こ
と
も
出
来
ず
い
た
ず
ら

安
倍
頼
時
が
胡
国
に
住
居
す
　
　
戦
い
を
避
け
よ
う
と
し
た
頼
時
　
　
が
あ
り
ま
す
。
私
は
北
海
道
説
　
　
に
衣
川
館
を
攻
め
る
こ
と
も
延

る
こ
と
を
断
念
し
て
再
び
帰
国
　
　
一
族
の
意
図
は
よ
く
わ
か
る
の
　
　
が
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
　
　
び
の
び
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

し
た
こ
と
は
、
『争
督
物
語
』
や
　
　
で
す
が
、
そ
の
計
画
は
失
敗
に
　
　
思
う
の
で
す
が
、
纂
韓
海
峡
を
　
　
　
地
利
に
く
わ
し
い
安
倍
頼
時

『宇ぅ
浄
樹
き
物
語
」
に
載
せ
ら
　
　
終
わ
っ
た
ば
か
り
か
、
今
後
の
　
　
渡
っ
て
庫〓
諄
島

（樺
太
＝
サ
ハ
　
　
軍
の
意
気
は
ま
す
ま
す
あ
げ
り
、

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
合
戦
で
降
　
　
官
軍
と
の
戦
い
に
大
き
な
変
化
　
　
リ
ン
）
に
居
住
を
し
よ
う
と
し
　
　
頼
義
軍
の
武
威
恐
れ
る
に
足
ら

た
と
い
う
の
で
す
。
ま
た
、
そ
　
　
ず
と
振
舞

っ
て
い
た
の
で
し
た
。

そ
れ
は
、
　

　

れ
か
ら
大
陸
の
黒
竜
江
へ
渡
ろ

癖鵬」“』　　“崚れ燎望勲はい姉】脇】　　　二誉月七
日△思職

た

一
族
の
安
　
　
ア
ジ
ア
と
の
海
上
交
易
上
お
も
　
　
　
天
喜
五
年

（
一
〇
五
七
だ
九

倍
富
忠
や
出
　
　
し
ろ
い
説
な
の
で
参
考
ま
で
に
　
　
一二
七
年
前
）
六
月
五
日
、
痺
れ

，

　

羽
の
件
囚
長
　
　
一Ｖ
」
に
載
せ
て
お
き
ま
す
。
　
　
　
を
切
ら
し
た
源
頼
義
は
意
を
決

　̈一とへの原一̈一。　　・̈「一げ」螂け」軍に　　一』̈一一̈一̈一中中̈

顆
　
購鵜鋪』」　　雄け」「韓麟畷蔵群中っはぃ　　弟僧】臓嘲ぃ置隷軸額満』

う
観
念
を
懐
　
　
す
る
諸
国
の
大
早
魃
で
し
た
。
　

　

て
同
じ
く
七
日
途
中
で
頼
義
軍

か
せ
る
結
果
　
　
　
こ
れ
よ
り
早
く
胡
国
住
居
を
　
　
を
向
い
討
つ
た
め
出
発
し
ま
し

と
な
っ
た
も
　
　
断
念
し
て
帰
国
し
た
安
倍
頼
時
　
　
た
。
二
三
塁
ほ
ど
進
ん
だ
時
に

の
と
思
わ
れ
　
　
は
、　
一
族
郎
従
を
再
び
結
集
す
　
　
頼
義
軍
と
出
会

っ
た
と
い
う
こ

頼
義
軍
は
値
か
に
七
百
騎
に

も
足
ら
ぎ
る
軍
勢
で
し
た
が
必

死
の
覚
悟
の
末
で
し
た
の
で
意

気
込
み
が
良
昭
軍
と
違
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。
お
互
い
に
入
り

乱
れ
て
戦
い
ま
す
。
両
軍
と
も

水
に
喉
が
乾
き
苦
し
み
ま
す
。

前
号
の
挿
絵
に
掲
げ
た
ょ
う
に
、

こ
の
時
頼
義
は
自
分
の
弓
で
岩

か
ら
水
を
出
し
た
奇
瑞
を
表
わ

し
て
味
方
の
体
力
を
復
活
さ
せ

て
良
昭
軍
の
大
軍
を
蹴
散
し
た

水
を
得
た
頼
義
軍
の
勝
利
で
あ

昭
軍
が
散
の
小
勢
を
侮
っ
た
心

の
負
け
戦
で
あ
っ
た
も
の
で
し

ょ
う
。
良
昭
は
命
か
ら
が
ら
衣

川
へ
引
き
上
げ
た
と
い
う
こ
と

安
倍
富
忠

、

頼
義
軍
と
な

る

鎮
守
府
に
引
き
上
げ
た
頼
義

は
、
直
ち
に
軍
議
を
開
き
ま
す
。

の
策
を
取
り
入
れ
、
金
為
時
、

一
毯
騨
難
聾
ら
東
北
出
身
者
を

遣
わ
し
て
国
内
の
悸
囚
や
浮
浪

者
を
味
方
に
つ
け
る
よ
う
に
命

し
ま
す
。
食
糧
を
確
保
す
る
方

策
や
安
倍
軍
の
戦
略
を
知
る
上

に
重
要
な
人
物
を
味
方
に
つ
け

為
時
と
興
重
の
第

一
に
注
目

し
た
人
物
は
安
倍
富
忠
で
し
た
。

富
忠
は
、
安
倍
頼
時
の
一
族
で
、

銀
屋．
。
俸
土と
酔
志し
。
宇ぅ
難
和
に

勢
力
を
持

っ
て
い
た
曾
長
で
し

た
。
頼
時
と
血
族
関
係
に
あ
っ

た
た
め
、
最
初
は
頼
時
を
背
後

か
ら
援
け
て
い
た
人
物
で
し
た

が
、
頼
時
が

一
時
源
頼
義
に
臣

従
し
た
り
、
胡
国
に
安
住
の
地

を
求
め
て
六
郡
を
去
っ
た
こ
と

に
慣
慨
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

く
味
方
す
る
こ
と
を
約
束
し
た

も
の
で
し
た
。
三
郡
の
曾
長
安

倍
富
忠
が
頼
義
に
味
方
す
る
こ

人
や
件
囚
は
み
な
そ
の
傘
下
に

そ
の
勢
二
千
余
騎
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
方
の
豪
族
を

味
方
に
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
今

後
の
戦
い
が
頼
義
軍
に
有
利
に

は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

上
図
は
戦
上
地

「仙
人
峠
」
の
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役場の電話は62-2111

ます。詳細や受講希望者は、金木

(人生でいえばく喜寿〉)を 迎える

(簡島保険創業の日プレゼント〉

市浦村の人口と世帯数    平瑯 .9。 1コ睦

〈劇業77周年配念プレゼント〉

※名前にく喜)、 く寿〉の一文字以上

※く77歳〉、(1977年生まれ〉、く7月

7日 生まれ〉の方。

(問 い合わせ先〉
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【長
寿
科
学
―
平
均
寿
命
―

付 藤 藤 田 田 山
田

山 田 翁

第
〓
条
　
油
脂
の
料
理
を
よ
く
食

」鞭］お誕生

ｄ
醸

ご

結

婚

日
日

□

肥 満 度 =   ×Ю0

勇

（磯
松
）
６６
歳

あなたの
゛
長寿度゛チェック

3羅
誉

が 50歳以 下で′し、臓 発作 、脳 卒 中で

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
　
　
一
健
康
上
の
習
慣
要
因


